
分析結果１

標準型 簡易型 特別簡易型 合計

4 6 1 11

2 19 38 59

2 9 11 22

1 4 11 16

1 2 3

3 3

1 2 2 5

7 27 41 75

＜３．”地域要件の不利な者”が逆転したケースの内訳＞

価格1位 落札者

30 県北 舗装工事 特別簡易型 38,102,400 87.35% 6 2 管内 隣接３

53 県北 鋼橋上部 簡易型 130,680,000 89.27% 4 3 管内 隣接３

59 県中 PC橋上部 簡易型 122,407,200 88.41% 7 5 隣接３ 全国

63 相双 PC橋上部 標準型 103,032,000 89.76% 5 2 隣接３ 全国

72 県中 機械設備 特別簡易型 107,298,000 90.01% 6 2 管内 隣接３

分析結果２

県北 県中 県南 若松 喜多方 南会津 相双 いわき

12 16 6 21 13 1 2 4

（３）全国から参加

上記のうち他管内からの参加があった件数

落札者の
価格順位参加者数

合計

発注種別 類型 契約額
（税込み） 落札率

→方部別では、県北・県中・若松・喜多方で比較的多く見られます。

75

工事一覧に関するメモ

○抽出案件　予定価格が3千万円以上で価格逆転が生じた案件
　平成26年度に比べて、価格逆転が生じた工事が108件→186件に増加したことか
ら、上記を抽出案件としました。但し、復興型を除きます。(75件)

方部

価格1位の者と落札者の地域要件

１．”地域要件の有利な者”が逆転したケース

２．”地域要件が同一”で逆転したケース

３．”地域要件の不利な者”が逆転したケース

合計

地域要件
整理番号 方部

（１）隣接３管内から参加

（２）県内から参加
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